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熱
中
症
に
気
を
付
け
よ
う

　

松
花
堂
昭
乗
は
、
江
戸
初
期
に

活
躍
し
た
石
清
水
八
幡
宮
の
お
坊

さ
ん
で
、
書
道
、
絵
画
、
茶
の
湯

な
ど
あ
ら
ゆ
る
芸
術
に
秀
で
た
文

化
人
で
す
。

　

特
に
人
物
画
で
は
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
化
す
る
よ
う
に
特
徴
を
つ
か
ん

で
描
い
て
お
り
、
古
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
と
言
え
る
存
在
で
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
度
に
続
き
「
松

花
堂
昭
乗
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
、
全
国
の
小
・
中
・

高
校
生
か
ら
自
由
に
描
い
た
未
発

表
の
イ
ラ
ス
ト
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
テ
ー
マ
「
未
来
」

　

こ
の
先
に
、
ど
ん
な
〝
未
来
〞

が
待
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

10
年
後
の
自
分
は
、
ど
こ
で
何

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
50
年
後
の

日
本
で
は
、
何
が
起
き
て
い
る
だ

ろ
う
。
１
０
０
年
後
、
ど
ん
な
世

界
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
…
…
。

　

私
た
ち
の
〝
今
〞
も
、
か
つ
て

は
誰
も
知
ら
な
い
〝
未
来
〞
で
し

た
。
近
い
未
来
も
、遠
い
未
来
も
、

誰
に
も
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、

そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
可
能
性
が
。

　
「
こ
う
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
」

第
二
回
松
花
堂
昭
乗
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

テーマは「未来」
「
こ
ん
な
世
界
で
生
活
し
て
み
た

い
！
」
と
い
っ
た
未
来
へ
の
期
待

を
、
イ
ラ
ス
ト
で
自
由
に
表
現
し

て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
作
品

▼
用
紙
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
、
デ
ジ

タ
ル
・
ア
ナ
ロ
グ
ど
ち
ら
で
も
可

※
デ
ジ
タ
ル
の
場
合
は
２
４
８
０

×
３
５
０
８
ｐ
ｉ
ｘ
ｅ
ｌ
、
３
５

０
ｄ
ｐ
ｉ
。

▼
縦
、
横
な
ど
の
向
き
お
よ
び
表

現
方
法
、
画
材
は
自
由

▼
写
真
・
コ
ピ
ー
は
不
可

※
Ｃ
Ｇ
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
は
可
。

▼
作
品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
未
発

表
の
も
の
に
限
る
。

※
著
作
権
問
題
や
二
重
投
稿
が
判

明
し
た
場
合
は
失
格
と
し
、
入
選

決
定
後
に
判
明
し
た
場
合
は
、
入

選
を
取
り
消
し
ま
す
。

▼
１
人
で
複
数
枚
の
応
募
可
能
。

※
連
作
や
団
体
で
の
応
募
は
認
め

ま
せ
ん
が
、
学
校
な
ど
が
取
り
ま

と
め
て
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。

■
募
集
部
門

❶
小
学
生
の
部

❷
中
学
生
の
部

❸
高
校
生
の
部

※
❸
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
時

点
で
16
歳
〜
18
歳
の
者
と
し
、
高

校
在
籍
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
賞
と
副
賞

▼
大
賞
１
人
（
副
賞
ペ
ン
タ
ブ
レ

ッ
ト
）

▼
白
身
魚
（
堀
口
悠
紀
子
）
特
別

賞
１
人
（
副
賞
コ
ピ
ッ
ク
マ
ー
カ

ー
72
色
セ
ッ
ト
）

※
以
下
は
❶
〜
❸
の
部
門
ご
と
に

賞
と
副
賞
を
贈
呈
。

▼
最
優
秀
賞
１
人
（
副
賞
コ
ピ
ッ

ク
マ
ー
カ
ー
72
色
セ
ッ
ト
）

▼
優
秀
賞
１
人
（
副
賞
コ
ピ
ッ
ク

マ
ー
カ
ー
36
色
セ
ッ
ト
）

▼
佳
作
１
人
（
副
賞
コ
ピ
ッ
ク
マ

ー
カ
ー
24
色
セ
ッ
ト
）

■
応
募
方
法

▼
郵
送　
作
品
の
裏
面
に
①
氏
名

（
ふ
り
が
な
）②
年
齢
③
学
年（
該

当
す
る
人
の
み
）
④
郵
便
番
号
と

住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
（
お
持
ち
の

場
合
は
）
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑦

作
品
タ
イ
ト
ル
⑧
作
品
説
明
や
コ

メ
ン
ト
⑨
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
ど

こ
で
知
っ
た
か
を
明
記
す
る
か
、

専
用
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
作
品
の
裏
面
に
し
っ
か
り

と
貼
り
付
け
、
７
月
３
日（
月
）〜

11
月
15
日（
水
）必
着
で
、
日
本
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
内
「
松
花
堂
昭
乗
イ
ラ
ス
ト
コ

ン
テ
ス
ト
運
営
事
務
局
」（
〒
５

４
１
・
０
０
４
２
大
阪
市
中
央
区

今
橋
４

－

４

－

７　

京
阪
神
淀
屋

橋
ビ
ル
２
階
）
へ
郵
送

※
作
品
の
向
き
が
わ
か
る
よ
う
裏

面
の
情
報
と
上
下
を
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
作
品
の
折
り
曲
げ
は
厳
禁
。

▼
専
用
サ
イ
ト
内
所
定
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
（
７
月
３
日

〈
月
〉か
ら
公
開
）

　

上
記
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
入
賞
者
発
表
時
期

▼
12
月
下
旬
ま
で
に
、
入
賞
者
に

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

▼
令
和
６
年
１
月
上
旬
に
入
選
作

を
発
表
し
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

作
品
と
入
選
者
名
を
公
表
し
ま

す
。
そ
し
て
、
２
月
に
市
役
所
で

授
賞
式
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他

▼
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催

者
に
帰
属
し
、
今
後
の
広
報
活
動

に
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

強
い
日
差
し
や
気
温
の
高
い

日
が
続
く
夏
に
、
気
を
つ
け
た

い
の
が
熱
中
症
で
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
は

注
意
が
必
要
で
す
。
障
が
い
の

あ
る
人
も
、
自
ら
症
状
を
訴
え

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
誰
も
が
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
熱
中
症
の
症
状
や

予
防
法
、
対
処
法
な
ど
に
つ
い

て
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
熱
中
症
の
主
な
症
状

▼
め
ま
い

▼
立
ち
く
ら
み

▼
手
足
の
し
び
れ

▼
頭
痛

▼
吐
き
気

▼
倦
怠
感　

な
ど

■
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▼
炎
天
下
や
高
温
多
湿
の
場
で

の
作
業
や
運
動
は
避
け
、
エ

ア
コ
ン
な
ど
で
温
度
を
調
節

す
る

▼
適
度
に
休
憩
し
、
喉
が
渇
く

前
に
水
分
補
給
を
す
る
（
た

く
さ
ん
汗
を
か
い
た
と
き
は

塩
分
も
補
給
す
る
）

▼
日
ご
ろ
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
と
体
力
づ
く
り

を
す
る

■
熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら

▼
涼
し
い
場
所
へ
移
動
す
る

（
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
な
ど

の
風
を
あ
て
る)

▼
保
冷
剤
な
ど
で
冷
や
す
（
首

の
周
り
、
脇
の
下
、
足
の
付

け
根
な
ど
太
い
血
管
の
部
分
）

▼
水
分
や
塩
分
、
経
口
補
水
液

な
ど
を
補
給
す
る
。

■
こ
ん
な

　
時
は
す
ぐ
に
１
１
９
番
！

▼
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
ま

た
は
動
く
こ
と
が
で
き
な
い

▼
け
い
れ
ん

▼
意
識
が
な
い
、
ま
た
は
い
つ

も
と
様
子
が
違
う　

な
ど

※
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と

き
は
、
救
急
電
話
相
談
窓
口

（
＃
７
１
１
９
ま
た
は
☎
０
５

７
０
・
00
・
７
１
１
９
）
ま
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署
（
☎
９
８
１
・
０
３
９
９
）

　

健
康
推
進
課
（
☎
９
８
３
・
１
１
１
７
）

　若年層の薬物乱用が増加してい
ます。「やせられる」「気分が良く
なる」などの甘い誘い文句や、覚
せい剤を「エス」「スピード」と
呼んで、薬物とはわからないよう
に誘われるケースなどがあります。
　薬物は乱用した本人だけでな
く、周囲の人たちや社会に対して
も悪影響を及ぼします。そうなら
ないためにも、薬物乱用に対する
理解を深め、「絶対に手を出さな
い」という強い意志を持ちましょ
う。

問健康推進課（☎983‒1116）

薬物乱用は
「ダメ。ゼッタイ。」

７月16日（日）は
京都サンガＦ.Ｃ.
八幡市ホームタウンデー

■席種および割引価格
席　種 券　種 価　格
バック
上層
指定席

大　人 2,970円（通常3,300円）

小中高生 1,080円（通常1,200円）

ホーム
指定席

大　人 2,520円（通常2,800円）
小中高生 900円（通常1,000円）

南上層
自由席

大　人 2,340円（通常2,600円）
小中高生 810円（通常　900円）

※１申し込みにつき、12枚まで購入可。
※先着順。チケット完売次第、受付終了。

問ホームタウン事業に関すること＝
　政策企画課（☎983‒1004）
　チケット購入に関すること＝
　京都サンガＦ.Ｃ.ホームタウン推進課
（☎0774‒55‒7603）

■申込方法　７月２日（日）午前11時から
試合当日後半キックオフまで
に、右記ＱＲコードから専用
サイトにアクセスし、申し込
んでください。
※申し込みには、ＪリーグＩＤ（登録無料）
が必要。

■日　時　７月16日(日)
　　　　　午後７時キックオフ
　　　　　（vs名古屋グランパス）
■場　所　サンガスタジアム
　　　　　 by ＫＹＯＣＥＲＡ
　　　　　（亀岡市追分町）

　八幡市は京都サンガＦ．Ｃ．のホームタ
ウンです。
　７月16日（日）にサンガスタジアム by 
ＫＹＯＣＥＲＡで「八幡市
ホームタウンデー」を開催
します。市民の皆さんは優
待価格で観戦できます。ス
タジアムでプロの迫力を体
感し、感動を共有しましょ
う！

問生涯学習課（☎983‒3088）

自
由
に
表
現
し
て
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昨年度大賞を受賞した永尾雛虹さんの作品


